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本研究により得られた低分子は、疾患に関わるタンパク質間相互作用を阻害することが確認された、この低分子阻害剤は疾患の治療

薬としての有望なシーズとなることが示唆された。今後、治療薬へと展開することで社会に還元できる。

利用成果報告書

成果公開有償利用

タンパク質間相互作用を阻害する分子の標的タンパク質結合反応の解明

microTOF ESI-TOFMS

BIACORE　分子間相互作用解析装置

プレートリーダー　ARVO X

疾患に関わるタンパク質間相互作用を阻害する低分子の創出を目指し研究を進めている。まず疾患に関わるタンパク質を発現、精製

し、その分子量をESI-TOFMSで確認した。続いて、１万種を超える化合物ライブラリから計算機デザインによって選抜された低分子化合

物ライブラリを用いて、プレートリーダーを用いた標的のタンパク質間相互作用を阻害する数種類の低分子阻害剤を選抜することができ

た。現在、BiacoreT-100を用いて、低分子阻害剤の標的タンパク質に対する詳細な結合カイネティクスの明らかにするために、標的タン

パク質の固定化法の改良、泳動bufferの条件検討などの測定条件の最適化を進めている。
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